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読 書レディネスに関する研究（報告一）
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１．緒言

西洋の諺に，『馬を水辺のところまで連れてくること

ができても，水を飲ませることはできない』というのが

あるが，これは正に学習のためのレディネスを示唆する

ものである。この概念は近年になって教育理論の中で注

目され，教育心理学はこの概念を実証的に考察するに至

った(18)。特に』.Ｓ・Brunerが教育の現代化の時代的要

請に基づき，1960年にその著『教育過程』の中で，学習

のためのレディネスに関する一つの仮説『どんな教科で

も，知的性格をそのままにして，どんな発達段階のどの

児童にも効果的に教えることができる』ことを提唱し，

レディネスは作りだせるものであって，自然発生的に熟

する時期を待つ必要のないことを強調した(7)。従来，児

噛中心主義は，児童の知的能力を過小評価したのに対し

て，知的早期教育は，既成の教育内容をそのままの形で

年少の児童に与えて，彼等を犠牲にしてきたようであ

る。この間の事'情は，』.Ｓ,Brunerからのつぎの引用に

明らかである。『子どもを大人の犠牲に供するのが誤り

〆琴
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であると同じように，大人を子どもの犠牲に供するのも

誤りである。生活教育がいつも児童の興味に合致すると

考えるのは，センチメンタリズムにすぎない。それは児

童に成人社会のやりかたを口まねさせるが，空虚な形式

主義であるのと何ら選ぶところがない。興味というもの

は，創りだすことも，刺激して伸ばすこともできるの

だ』('8)。

このような主張にも拘らず．又現代社会は変化をかさ

ねているにも拘らず，概して幼児教育のプログラムは３０

年，否５０年以前のそれと殆んど変化がなく，幼稚園は

伝統主義の最後の要塞となっている〈9')。読承方教育に

ついて承れば，これは幼稚園では行われず，小学校に入

ると行われるのが通例である。これは系統的な読書開始

の時期について，今から３５年前にMorphett等の提唱

した61/2才説の強し､影響によるためであろう(68)。

それにも拘らず，最近では，幼児にも読む力が潜在的

にあることが認識され，例えば，Denverの公立学校や

Whitbyでは幼児に読書指導（readinginstruction)を

行いG1enviewの学校では１９６３年から幼稚園におけ

る前読書技能（pre-readingskills）のプログラムの効果

を判定するための５か年研究が始められた。一方では，

このような実践及び研究から，他方は米大統領Johnson

の４才就学論や中村文相の学令引下げ論から考えれば，

将来，６才前における早期の読書指導（earlyreading

instruction)が，国際的な『時』の問題となることが予

想される。こうした幼児教育界の動向を念頭において，

今までになされてきた読書レディネスの研究のいくつか

を概観し，この分野における主要な問題点を指摘し，早

期の読書指導との関連において，読書レディネスに関す

’
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1930年以来，レディネスの実験的研究は益含その数を

jW1したが，Thorndikeは、はじめてレディネスの理論

的定式化を試ゑた。即ち,それはレディネスの法則（law

ofreadiness)であって，彼によると，『結合が活動する

準備があるときには，活動することは満足を与え，活動

しないことは不満足を与える。活動する準備のない結合

が活動するときには不満足を生ずる｡』(93）このように，

レディネスを身体的成熟を含まない精神的櫛えとみる考

え方は今日もなお行われているもので，レディネスの一

つの側面を示すものである。しかしながら，今日用いら

れているレディネスの用語は，この情緒的レディネス

(emotionalreadiness）以外に，生理的成熟，一般的な

心的能力，経験的背景などが含まれている．

このようなレディネスを規定する要因は，その数何百

に及び，その分類は多分に窓意的であるが，近年研究者

は共通の根拠を見出し，例えばCronbachは児童の素

質，要求，目標，学習される観念や技能をあげ，Ｂｌａｉｒ

ｅｔａＬは主な要因として，成熟、経験及び情緒的適応を

列挙している(6)('3)。

第一に成熟であるが，学習のためのレディネスに及ぼ

す成熟の影響は’１１経験を削減するか，又は練習を制限

するか(2)早期に練習乃至経験を導入して検討すること

ができる。この成熟の要因とレディネスとの関係に関す

る研究の多くは動物を用いて行われてきた。

Carmichaelのamblystomaの古典的研究を先駆と

して，幾多の比較実験が行われてきたが，これらの研究

から，練習の制限が短期の場合には，殆んど効果がない

のに対して，長期に亘ると，永続的に発達障害を生ずる

ことが実証されてきた。上述の二つのレディネスに及ぼ

す成熟の効果の研究法は動物実験には可能であっても，

児童を用いての実験では適用できない。従って，これに

最も近いアプローチとして双生児法（co-twinmethod）

が用いられている〔'6)。Dennisは，殆んど社会的刺激の

ない条件下で生後一年間育てられた二人の一卵性双生児

を調べて，系統発生的行動が予め定められた順序に従っ

て，自然発生的に起ると主張した。この双生児法は統制

群法（control-groupmethod)を双生児の対に用いた場

合であるが，統制群法による研究の一つＭ,Ｌ､Mattson

の研究では，複雑性の異なる三つの迷路の上を球をころ

がす練習をさせた結果，実験群のほうが，三つの課題に

おいてすぐれた成績を示した(64)。

児童を被験者とする実験では，早期の練習がその後に

獲得される機能に影響を及ぼすかどうかが検討されてい

るが，この種族発生的機能では、実験群は統制群よりも

社会学研究科紀要６８社会学研究科

る蕪礎研究の方向づけをすることが本稿の目的である。

Ｉ

１１．レディネス一般

学習のいかなる側面にせよ，その側面のレディネスな

る用語は，教育の分野では比較的新しいものであるにも

拘わらず，この概念の起源は数100年前に遡ることがで

きる(5)。

レディネスの概念は，RousseauのＥｍｉｌｅ（1762）に

起源を発すると言われている。『読むことを必要とされ

るあらゆることを犠牲にして，読むことを覚えるくらい

なら，むしろエミールがぜんぜん読承方を知らないでい

た方がましだと私は思っている。ものを読むことが徹底

的にきらいになってしまったら読めたとしても何の役

にたつだろう』〔84)。

Pestalozzi(1746～1827)も，レデイネスの考え方をも

っていた。『人間を教えるということは，自然を助けて

その独得の働きを益々進行せしむる人間の術に外ならな

いのである。而して，この術は本来，児童が受ける印象

と児童の発展せる力の正確なる程度との間の関係及び調

和に基礎を置くものである。教授に依って児童にもたら

される種々なる印象の間には，そこに一定の順序次第と

いうものがなければならないということも必要条件とす

る。そして，この順序次第が存すればこそ，印象の初め

と進承とは，児童の心意中に発展する力の初めと進みと

歩調を合わせて行ける筈である』<7‘)。

Ｊ・Ｄｅｗｅｙはレディネスという語を用いてはいないが，

1898年に低学年における言語指導のためのレディネスを

論じて，児童の感覚器官や神経組織がこの時期では，ま

だ読承，書きの学習には最適の状態にないので，このよ

うな分析的作業を児童に強要すると，却って，神経組織

に障害を加えることになると論じている(5)。

更に，1899年にＧ､Ｔ,Patrickは，レディネスの問題

をとりあげて，児童の精神発達に適した教科課程を編成

する学校こそ最良の学校であり，読承，書きは低学年の

教科ではないと主張している(5)。

1925年に米国の全国教育研究学会(NationalSociety

fortheStudyofEducation）の年鑑が公刊されると，

読書レディネス（readingreadiness)の研究に拍車がか

けられ，読書レディネスの問題は明確に認識され，この

レディネスの診断法が提唱された。１９３０年にはＥ､Ｃ・

Deputyによって，はじめて読書レディネス・テストの

体系的研究が行われ，そのテストが発表された。彼は，

このテスト得点が47点以下の児童の８０％が第一学年の

読承に失敗すると1,,う所見を報告してし､る《３１）‐｡
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読書レディネ

優位を保つことができない。しかし，このことは早期の

練習が無駄であるということではなく，泳ぐというよう

な個体発生的行動では練習による変化をうけやすいとい

うことである(93〉。

以上のことから，成熟が学習のためのレディネスに主

要な効果を及ぼすことは明らかであるが，この成熟が学

習のためのレディネスにどの程度寄与するかは不明であ

る。勿論，心的発達水準が最低の場合には，レディネス

はできていないが，技能や教科の学習に必要な最低の水

準はいまだ明らかにされていない。例を読書レディネス

にとるならば，，.Ｄ・Durrell(26）やよく引用される

Morphett(68)等の研究は，読書開始の至適精神年令を６

才半位と推定しているが，読書レディネスの最低年令

は，精神年令ばかりでなく，教材や指導法その他の条件

からも考察されなければならないので，上述のレディネ

スの般低年令の決定は困難な問題である。いずれにせ

よ，精神年令はレディネスの一つの測度としては信頼性

の高いものであると言えよう(4‘)。

レディネスと精神年令との関係についての研究結果は

まちまちであるが〔26)，最近の研究は特に批判的にレデ

ィネスとの関連において，精神発達，身体の発達，運動

の発達のような要因を分離しようとしている。例えば

Mulder等〔72)は黙読の成績と発音能力との間に０．４４の

相関を認め，Colemanq2）は知覚の発達の遅れが読書困

難と関連あることを観察した。

レディネスを児童の成熟に関連しての作業可能性〈43）

と承る立場は，手を供いて児童の知的能力の自然に盲従

して，レディネスを神聖にして侵すべからずと考えてい

るが，これは促進し統制できるものに解すべきであろ

う。レディネスの欠如している場合ば，その対策は成熟

を待つことではなく，むしろ，これに必要な特別の背景

を与えるべきであるという主張を確証するために，

Durrellはレディネスが学習される技能と有意な相関を

なすことを明らかにしている(26)。

文化的要因も亦レディネスと相関関係にある。レディ

ネスに間接的に作用する経験もある。更には，健康，栄

養などの児童の学習のためのレディネスに影響する要因

もある。

‘情緒的要因もレディネスに影響するが，この要因の学

習のためのレディネスに及ぼす効果について最も広く認

められている考えは，Gatesのそれである。即ち読書不

能児の’/５における情緒的問題は病因論的に重要性をも

っているというのである”

Louttit(60）は情緒障害を(1)学校と読書そのものに対

_〆
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に 関する研究６９

する態度，’21狭義の情緒，(3)不安のようなパーソナリテ

ィ特性に分類しようと試承たが，学習のためのレディネ

スの欠如に連関のある情緒を惹き起す諸条件としては，

同胞間の競争，親の過保護などが考えられている。

MonroeはCharlesとＴｏｎｙの事例研究の成功例を引

用して，児童の学習能力がいかにそのパーソナリティと

関係があるかを例証した('6〕o

Rorchachテストその他の技法を用いての/ミーソナリ

ティの分析は，硬さ，不安などが学習のためのレディネ

スと連関あることを示唆している。

学習のためのレディネスに影響する要因は概略以上の

通りである。このレディネスは読書レディネス(5)，算術

に対するレディネス(，)，就学レディネス（schoolread‐

iness(48》などがあるが，蚊では就学前の水準における

読書レディネス（readingreadinessorreadinessfor

reading）について論ずる。

、、読書レディネス

読書能力の発達は研究者のロ的により，又これを分析

する立場によって，異な:る段階に分類されているが，

Harris(‘o）は読書能力の発達を(1)前読書期（pre-read‐

ingperiod)，(2)読書レディネス・プログラム期（read、

ingreadinessprogramperiod，(3)読書開始期（begin‐

ningreadingperiod)，(4)独立読書始期（initialinde‐

pendentreadingperiod)，（５）高次の初等読書期

(advancedprimaryreadingperiod)，(6)過渡期(tran‐

sitionperiod)，(7)中級読書期（intermediatereading

period)，(8)成熟読書期（maturereadingstage）の８

段階に分類している。Monroe〔６６）はこの前読書期にお

けるｂｏｏｋbehaviorを８段階に分け，最後の段階を読

書レディネス期（５才～６才半）としている。

読書レディネスは初期にはこの前読書期にかかわるも

のと考えられたが，現代では読書が学習の手段として用

！‘られる場合には，あらゆる教育水準で取扱われるべき

ものと解釈されているが，本稿で考察する読書レディネ

スはこの前読書期におけるレディネスである。

読書は児童が自己の欲求と社会の欲求とを満たすため

に果さなければならない『発達課題』であって，

Havighurst(44）によると，この『発達課題』を立派に

成就すれば，その後の課題も成功するが，失敗すると，

その後の課題の達成も困難になるという。読書レディネ

スは一般に読書をするための素質的要因と環境的要因と

がととのっている発達段階であると考えられているが，

HarriS(40）は読書レディネを単一な特性ではなく，多く

一Ｊ



的の要因に分類されてきた(:脱ｌ)。

以下，この'1つの要因について述べる。身体的発達は

運動能の学習にだけ影柳するものと考えられるかも知れ

ないが，尖ば身体的未成熟は読悲を始め，あらゆる学習

を阻害する要因なのである。読謹は知的過程であると同

時に知覚的過程，感党的過程でもある。従って，読書と

いう知的過程が正しく行われるためには，勿論，発声器

官が正常でなければならないし，健康一般がよくなけれ

ばならない。叉視力，聴力が正常でなければならない。

読書こそは正Iこ心理・身体的過程であるといえる。この

身体的要因には生活年令，性差，知覚的弁別を加える。

生活乍令は読諜レディネスと殆んど関係がないと一般

に考えられているが，1930年頃には読書開始を決める殆

んど唯一の基準となっていたため;こ，多数の小学校入学

者が読書:こ失敗し，ひいては，愉精の発達と社会性の発

達が阻害されてのである(４１)。この読書開始年令は生活

年令の立場から検討されたが，次いで精神年令の観点か

らアプローチされ，Morphett('８）等やBigelow")は精

神年令６才半が読普成功の必要不可欠の条件であること

を述べている。

身体の成長と読謹レディネスとの関係について，

Karlin(50）は身体的成熟と読醤レディネス．テスト得点

との側には関係がなく，′間･格の発達とこの得点の間に見

出される一定の関係は偶然のものであろうと述べてい

る。

性差については，多くの研究は男児が女児に比べて読

書不振が多いことを実証している。例えば，Aldenet

al.（１）の２学年から６学年の児童1こついての研究は男児

の18.6％女児の9.8％が読許遅滞児であることを明

らかにしている。Monroe<67）も亦１５５名の読書不振児

の中，８６％が男児であり，残りの１４％が女児であると

記している。Gates(３o)も２学年から８学年までの13,000

名余の児童をしらべ，女児が各学年水準につき男児より

も有意に読書成就得点の商いことを報告している。

他方，読藤レディネス・テスト得点からみて，男児と

女児との間に差がないという所見もあるが，性差を示す

証拠は圧倒的に多いようである。

聴覚的弁別と視覚的弁別能力が知覚的発達の主要な要

因であることは言を倹たないが，吸近の研究はこの能力

が読書レディネスと密接な関係にあることを明らかにし

ている(3:;)<31)(38)(7心(９６)。特に低学年の段階では，単語の

要素の視知覚並びに聡知覚の指導訓練が読漁語菜の学習

の成否をにぎる鍵である(::，)。

知的要因の中で，一般知能が読了11能力の非常に重要な
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の特性の複合体であるとし，これを一般的成熟の状態

－この状態に達すれば，過度の困難なく読承の学習が

できる－と定義している。このように定義されている

読書レディネスはよく歩行との対比において考察されて

いる('8)('9)。歩行できるためには，その基礎条件がとと

のっていなければならない。即ち背骨や下肢が十分に発

達していなければならない。倒れないように身体のバラ

ンスをとることができなけ-れぽならない。何の支えもな

しに坐り，もの;こつかまって立つことができ，更にば，

支えがなくとも，すこしの間は立っていることができな

ければならない。一隅亜要なことは神経組織が成熟して

いなければならない。このような成熟と学習との交互作

用の結果，歩行ができるよう:こなるのである。読書も亦

成熟と学習の後に甫めて修得されるが，これは歩行より

も更に複雑な行動である故に，更に高水準の成熟，大脳

の発達及び学習が必要条件になる。

この読書レディネスの概念は1920年～1930年の時期

に形成され，１９２６年に国際幼稚園連盟が『第１学年入

学時における生徒の読謹指灘のためのレディネス』の研

究を行い，1927年にこのレデイネスについての岐初の論

文がChildhoodEducation誌に発表され，１９２８年に

発表されたＧｒａｙの論文には初めて読蒋レディネスに

関する三つの研究が発表された。１９３０年～1910年の時

期には読書レディネスに対する関心は股も強くなり，こ

の論題についての研究は1940年に吸高に達し，Ｇrayは

１年間にこの問題に関する研究を２２も報告した。しか

し，その後は研究発表は徐点iこ減少してきた。未発表の

研究については，レディネスについての岐初の博士論文

が１９２７年に報告され，それ以来，修士論文や博士論文

の数は増加し，1937年から1940年の間(こ頂点に達した。

しかしながら，それ以降はレディネス1こついての研究で

毎年報告されるものは僅か二，三にすぎない。今日では

この種の論文の発表は珍しく，この1930年～1940年の

時期は読書レディネスの研究が雌も旺盛であったと言う

ことができる(S2)《83)(86）Ｏ

この読書レディネスをAM‘定する要因は何であろうか。

この要因はその数も多く，彼雑である。Smith等は知堂

の発達，知的発達，社会性の発迷，情緒の発達など11の

要因を列挙し(８６)，Harrisは年令，性別，知的要因など

８要因を列挙し(･10)，llarrisonは知的発迷，身体の発

達，及びパーソナリティの発迷を示し(4')，大西は知能

的要因，身体的要因，‘Wi緒的・社会的要因》教育的要因

を列挙している(75)。しかしながら，洗苔レディネスの

決定子は通常(1)身体的，(2)知的，(3)社会的及び(4)情緒
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読書レディネ

決定子であることは多くの研究者の力説してきたことで

ある('4)〔６１〕(94）C

Gunde1rson(36〉の引用によると，Nataleは知能と読

書レディネスの要因（情報の範囲，関係の知覚．反対語

蕊，記憶範囲，語の弁別）との関係を検討し，(1)知能と

反対語葉，記憶範囲，語の弁別との間の関係が１％水準

で有意であるが，他の要因については有意ではないとい

う所見を見出した”McMillanは一学年生100名を２年

３か月間調べて，知能と読書レディネスとの間に１％水

準で有意な関係があることを実証している。Petty(77)は

知能が読書レディネスの極めて重要な決定子であると結

論して後に，この２変数の相関が低かったことから，他

の要因の重要性をも認める必要のあることを附言してい

る。

多くの研究においては，読書レディネスと知能との関

係へのアプローチは精神年令の視点からなされ，この２

変数の相関は約0.35～０．８０の範囲にあることが明らか

にされている。読書レディネスの最適な精神年令につい

てはMorphett等(68)が６才半説を提唱したことは前に

一言したが，Morphett等はその研究から，児童が精神

年令６才半になる迄，読書指導を延期して，教師が失敗

のチャンスをすぐなくし，指導の効率をあげることがで

きると結論している。このMorphettの説は読書材料，

指導法その他の条件が一定である場合に成立するもの

で，Gates(21）は条件が変れば，読書に必要な精神年令

も変るから，個人差を十分考慮して効果的指導をすれ

ば，精神年令５才で十分であると主張している。Gun‐

derson(86）の引用によると，Durrellも亦このMor‐

phett説を批判して，精神年令と読書レディネスとの相

関が０．～０．６０の間にあるので，精神年令のみでは読書

の成否をきめる指標にはならないと述べている。そし

て，音声を聞き分ける能力，語葉の習得注意の持続，

再生，想像力，転移能力，動機づけ，高等精神過程なる

要因をあげて考察している(26)。

要するに，知能と読書レディネスとの間にある不完全

相関は他の要因が作用することを意味するもので，知能

以外に特殊能力が読書の成否を左右すると考えられる。

Harrisonによると(41>，この能力は(1)異同弁別能力，

(2)単語の想起能力，(3)観念の記憶範囲，(4)抽象的思考能

力，(5)抽象したものを一定の反応様式と関連づける能力

である。

社会的要因については，種々の非社会的行動や反社会

的行動が読書不振に随伴する傾向があることは研究の明

らかにする所であるが筆者の知る限りでは，社会的要

〆
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因と読書レディネスとの関係についての実験的研究は殆

んどないようである。読書レディネスにとって意義ある

社会的成熟の側面は自立心と集団活動への積極的にし

て，協同的な参加であると言われている。前者は学校生

活への適応の前提条件であり，後者については，学習が

集団の中で行われる所から，反社会性や非社会性のため

に集団活動に参加できず，仲間はずれにされ，従って適

切な学習ができないと考えられる。このような社会的成

熟の測度と読書レディネスとの関係の実験的研究は今後

の課題となるであろう(40Ｊ･

最後は，情緒的要因であるが，読書レディネスに関係

ある情緒的成熟の一つの側面は情緒的安定の問題であ

る。読書不振児が情緒不安の症候を示すことは屡を観察

されてしるが，就学前の水準における読書レディネスと

情緒的成熟との関係についての研究は筆者の利用し得た

文献には発見できなかった(67)。

１Ｖ・読書レディネスの評価の問題

読書レディネスが多くの特性の組合せであることは前

に指摘してきた所であるが，このレディネスに影響する

要因のうちで最も重要なものは一般知能であることから

考えると，知能テストが読書レディネスを評価する有力

な用具であることは明らかである。

特に読書レディネスの測定を目的とするテストがあ

る。早くも１９３０年にDeputy(34）によって読書レディ

ネス・テストが作成されたことは前に記した。広くアメ

リカで用いられている読書レディネス・テストには

MetropolitanReadinessTest（1933年)，Monroe

ReadingAptitudeTests（１９３５年)，GatesReading

ReadinessTests（1935年)，Ｌｅｅｅｔａｌ.(57〕の作成した

テスト（1943年）などがあるが，我国では坂本Ｄ式基礎

読書力診断テスト（1953年）が標準化されているのみで

ある。

読書レディネス・テストの予測的価値については広く

研究されている(34)(36)(65)。例えば，KarlinはMetro‐

politanReadinessTestと読書テスト得点との間には

0.36の相関のあることを報告し，読書レディネス・テス

ト得点から読書テストの成績を予測することが不可能で

あると述べている(49)。これまで極言しなくとも、読書

レディネス・テストの予測的価値は極めて限られ，読書：

レディネスに於ける児童の欠陥を指摘するのに有用なも

ので，診断こそこのレディネス・テストの目的であると

言えよう。

児童の読書レディネスの評価に教師の評定が用いら

齢』
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定が重要視され，形式主義はプログマティズムに道を譲

り，児童が観察・研究されるに従って，その多くの欲

求が理解され，これを満たすための新い､プログラムが

提唱された。教授法も科学的研究の成果に基いて改定さ

れ，小さな積木を排して大筋肉の発達に適した大きな積

木が考案され，社会的経験が敢要視されるに従って，個

人で行う形式的活動から，グループでの活動に重点が移

った(97)。

しかしながら，幼稚園では教科の学習は強調されず，

当時は勿論のこと，今日でもカリキュラムは空虚な遊戯

を内容としているという批判をうけ，特に1957年にソ連

によって打ち上げられた人工衛星Sputnik以来，現行

の学校に批判の矢がむけられた。これに対して，幼稚園

でもアカディミックな内容があって，幼児の能力に応じ

て教えられるという主張がなされた(73)。こうした弁護

論の中から，幼児教育関係者自身の側から反省が起り，

(1)アカディミツクな教科を形式にとらわれずに，幼児自

身のペイスに合せての学習と（２）ガイダンスという二つ

の目標から幼稚園の存在を正当化しようとする動きが窺

われる。しかしながら，この可能性に対する疑問から，

このkindergartenreadingcontroversyが起ってい

るようである(73)。

幼児の早期読書指導に対する要請の第２の要因は幼児

をとりまく環境の変化に伴う幼児における変化が認識さ

れたことであろう。即ち，日常生活のテンポが速くな

り，都市生活への傾向がある所から，過去に比べて，幼

児が社会的に成熟し，所謂発達の加速現象(42）が認めら

れる。幼児の日常生活は語を始め，種糞の記号に満ち，

ＴＶの視聴時間が長くなっているので，幼児の眼筋は発

達し，それだけ単語のような記号の認知がしやすくなっ

てし､る(22〕(62）◎

第３の要因はMoI1tessoriの教育が３才児，４才児に

潜在的に学習能力のあることを示す証拠を提供している

ために，この教育に関心が払われたことである(69)。

最後に，第４の要因として考えられることは，学校入

学前に家庭で読めるようになった幼児についての研究が

発表されて，この幼児の早期読書指導運動を推進するの

に貢献したと考えられる〔66〕(78)(99)(100）Ｏ

この早期の読書指導に1M|する研究は（１）意図的な指導

をうけないのにも拘らず，学令前に読めるようになった

児童，(2)６才以前に意図的に読書指導をうけた児童，（３）

６才未満で入学した児童とそれ以後の年令で入学した児

童と比較，(4)読蒜レディネスの訓練をうけた児童に関す

る研究に分類できる(６３〉。

社会学研究科紀要
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れ，教師の評定の妥当性も研究されてきた。読書レディ

ネスの技法に通暁した経験豊かな教師の評定が標準化さ

れたテストと同じ位，尚し､予測性があるという結果も報

告されている(45)(64）Ｏ

以上のように読書レディネス・テストの予jU性が限ら

れている所から．そのテストと知能テストか教師の評定

との併用又は両者との併用によって，読書レディネス・

テストの予測性を高められることも示唆されてい

る〔27)〔40)(65）○

Ｖ・読書レディネスと早期の読書指導

最近，アメリカではkindergartenreadingcon‐

trOVerSy〔73〉が起っているほど，就学前の水準における

読書に関心が払われ，一方では，この方面の研究が活発

であるとともに,実際面ではDenverSchoolやWhitby

Schoolなどでは，幼稚園児に読書指導を行っている。

他方では，一般大衆向きの雑誌(1‘)(69)(78)でさえ，この問

題をとりあげ，論議紛々たるものがある。この論争が起

った要因の一つは幼稚園教育の目的にかかわるものであ

った。

Froebel（1782～1852）の教育IＩ的は，人も知るよう

に象徴的であって，子どもに宿っている神性を十分に

伸ばすことが教育であると考えられた。この神性は子ど

もの自己活動を通じて現われ，この活動は子どもの遊び

にみられるとした。『遊戯は，喜びや自由や，満足や自

己の内外の平安や世界との和合をうゑだすのである。あ

らゆる善の源泉は遊戯の中にあるし，又遊戯から生じて

くる｡』(28〉この子どもの遊戯においてこそ，合自然的な

発達をとげるものであり，従って，創造的な遊戯を育て

るために恩物を正しい仕方で与えることが重視された。

そして，この恩物によって，コスモスの中の関係が体系

的に子どもに理解され，この理解が，ひいては，神性を

達成する手段と考えられた。

このように，Froebelの幼稚園創始の指導原理は観念

論的，浪漫主義的，形而上学的であったが，1870年代に

新大陸アメリカに起った幼稚園運動もその理論において

形而上学的であり，この運動の目的の規定は明確さをか

いてし､た。しかしながら児童研究運動の影響をうけ，

Dewey（1859～1952）哲学に対する関心が高まるにつれ

て，改革運動が1910年～1920年代に拾頭し，幼稚園教育

の目的や方法の再評価は避け難いものとなった。この運

動は児童の欲求を満たすために，幼稚園のやり方を改め

ることを目的とした。心理学や実験に対する関心の高ま

ることによって，幼稚園教育のカリキュラムや方法の改
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読書レディネ

第１の研究に属するものは，Witty＆Coomer('9)，

Witty＆Blumenthalqoo)，Kasdon(52〕，Ｄｕｒｋｉｎ(18)〔19）

(22(24〕(25〕，Moyne(７０),Krippner〔56),Pleassas＆Oakes〔79）

の研究であるが，就中，Durkin女史の二つの縦断的研

究(18)(19)(22)(24)(25)と今行われているSutton(72)の同じく

縦断的研究は有名である。Durkinの二つの研究は（１）

就学前の読書能力を規定する要因と(2)早期の読書学習

の価値を検討するために，5,103名の１学年生から49名

を被験者に選び，一つの研究は１９５８年９月に開始され

た。被験者は就学前に家庭でよめるようになっていた児

童であった。もう一つの研究は1961年９月に始められ，

被験者は１学年生であった。この両研究は1964年７月に

完了した。

この49名からなる実験群の読書成績得点の平均は第１

学年の初期では，学年基準によると，２．３であり，終期

では４．０であった。第３学年の終りまでには，この実験

群の読書成績は4.4～6.0で，中央値は５．０であったの

に対して，統制群（201名）のそれは2.0～6.0で，中

央値は４．３であった。この両群を比較すると，知能が低

いほど，読書を早期に始めた利点が大きかったばかりで

なく，早期における読書指導がその後の成績に悪影響を

及ぼさないことがわかった。しかしながら，このことか

ら早期の読書指導をよしとする結論はでてこないことを

指摘し，その理由として次の事実を挙げている。この研

究の被験者は大部分よめるようになりたい意欲をもち，

絶えず文字や単語に好奇心をもち，質問に喜んで答え，

更には質問をすることを励ます人がいた。早期によめる

ようになった児童は自分に興味のある語をよめるように

なる機会を与えられた('9)〔22)(24)<47）Ｏ

第２の範騰にはDavidsoll(14)，Keister(53）などの研

究がある。特に最近の研究は就学前における読書指導を

扱っているものが多い(63〕。これらの研究者の意見による

と，早期に読書指導をすることは可能でもあり，プラス

にもなるというのであるが，幼児に読書の学習能力があ

ることは読書指導をすることが望ましいということには

ならなし､。新しいアプローチの下で，すぐれた成績をあ

げられることが明確に実証されなければならないからで

ある。

第３の範騰に属する研究は多数行われた。Bigelowの

研究によると,６才前に入学した児童でI.Ｑ・が平均以下の

ものは学業成功の見込は殆んどないという(4)。1920～

1930年代における就学年令と読書成功との関係を明ら

かにする研究は大部分低学年児童を被験:者としたのに

対して，IIamplemanの研究(38）は第６学年まで延長

〆
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して，この関係を比較したものである。研究結果は，早

く入学した者と遅く入学した者との間には読書成績につ

いて有意差はなかったが，これは恐らく被験者数(58名）

がすぐなかったためであろう。Halliwell等の研究結

果(37）はBigelow(4)のそれに一致し，早く入学した者

は遅れて入学した者よりも有意に学業成絞が劣ることを

実証した。

第４の範騰に属する研究の一つは，屡禽引用される

Morphett＆Washburneの研究である(68)。この研究

の結論は，読書開始の至適精神年令が６才半であるとい

うことであったが，その後Gates(29）はこの蝿才説を批

判して，読書開始に必要な精神年令が，用いられる材

料，指導法，クラスの大きさなどの諸条件によって異な

ることを明らかにしたことは前にも触れた。Gatesに続

くその後の研究も精神年令が読書開始の成否を保証する

条件ではないことを示している(５１)。しかしながら，最

近の研究動向はこのMorphett等の６&才説には挑戦せ

ず，他の側面の研究をしている(96)。

Wilsonetal.(98）は幼稚園児の間に語の認知と文字認

知との高い部分相関（精神年令の影響をとり除いた）が

あることを見出し，読書レディネスが現実には読書の進

歩（readingprogress）であると主張した。Scott(85)は

年度の始めに第１学年の集団を始めたけれども，読書が

うまく'‘,かなかった統制群と読書レディネスに要する技

能ですぐれた成熟を示した実験群(幼稚園児群）を川い，

後者にレディネスの訓練をした。１年後に実験群は統制

群に比して一学期の平均学業成績がよく，望ましい態

度，習1慣などについての教師の評定でも，実験群が高く

評価された。しかしながら，この研究結果の統計的信頼

性を高めるためには，Scottも指摘してしるように，被

験者数を更に増加する必要がある。又選ばれた幼稚園児

のほうが既にレディネス・テストで測定される技能をも

っていたので，レディネスの訓練効果があったとは一義

的には決め難い。

Bradley(6)は子供にレディネスができるまで系統的な

読書指導をしない場合には，それが子供にプラスになる

か，マイナスになるかを検討しようとして，実験群には

レディネスを促進するプログラムを与えて，レディネス

ができるまで正式な読書指導を延期した。他方，統制群

には就学と同時に各教科の指導をした。この研究の結

果，第２学年では統制群がすぐれていたが，第３学年末

までには両群の間に読書成絞に有意差がなかった。

言うまでもなく，初歩の読書を習得するためには視髄

的弁別技能が発達していなければならないが，どういう
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感覚経験を与えれば，印刷された文字のような複雑な刺

激を視覚的に容易に弁別できるかは一つの問題である。

Muehl(７１）の研究はこの問題を解明するために刺激予備

訓練の研究（stimuluspretrainingresearch)に用いら

れる実験手続を適用したものである。まず，予備訓練で

は刺激として後の学習課題で用いられる語集にあるのと

同じ語(GroupＳ)，それと異なる語(GroupＤ)．幾何

図形(GroupＦ）が用いられ，被験者（幼稚園児３７名）

を３群に分け，この異なる予備訓練を与えた。学習課題

では全被験者は12回試行し，対連合法が用いられた。分

散分析の結果，予備訓練の型によって学習作業が有意に

(P＜0.05)影響されることが判明した。換言すれば，語

の視覚的弁別の予備訓練をすると，他の語や関係のない

文字の予備訓練の場合よりも，幼稚園児の語の認知が容

易になった。Ｓｔａａｔｓｅｔａｌ.(81）もMuehlと同じ結果を

得ている。

以上は幼児の早期読書指導（earlyreadinginstruc‐

tion）に関する研究動向であるが，このearlyreading

instructionの中には，ソ連の人工衛星の打上げに伴う

．‘Let，ｓｈａｖｅｍｏｒｅａｎｄｌｅｔ，ｓｈａｖｅｉｔｓｏｏｎｅｒ'，という

教育に対する要請が著しく反映し，読書指導が嘗てない

重要性をもった問題になってきた。この早期の読書指導

をよしとする入念は，読書を他のすべての成長ときり離

して，一つの成長と考えているが，読書は児童の全体の

成長発達の一つの統合的側面であって，身体的,精神的，

情緒的，社会的に成熟していなければ，十分な読書の発

達は期待できない。先にも触れたように，現代の読書レ

ディネスを身体的，精神的，社会的，心理的諸要因の組

合されたものと解しているので，レディネスを無視し

て，読書指導だけを強要することには問題がある。

次に早期指導論者の読書過程についての考え方が余り

に単純すぎるのである。文学や語を音声化できれば，そ

れで幼児が読書できると考えているが，読書過程は複雑

なもので，Ｓｍｉｔｈ等(86)は読書の８つの側面が相互に関

係していて，読書過程の複雑であることを示唆してい

る。そして読書の核心は読解であるので，内容の意味に

ついて考えることを教えることが重要になってくる。

第３に，読書能力の個人差を全く無視して，幼児はす

べて読みの学習ができると考えているが，早期に読める

ようになった児童についての研究から言えることは，こ

れらの児童が次に挙げる特徴をもっていたということで

ある。即ち(1)知能が高い，(2)親の祇会経済的地位が高

い。(3)子どものまわりに文字や語についての質問に応じ

てくれる人がいた。
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しかしながら，大部分の子どもはこのような恵まれた

条件をもっていないので，幼児全体に組織的な読書を指

導することは，個人差を無視したものである(88)(92)。従

って，幼児期におけるる読書指導は個人差に応じたもの

にする必要がある訳で，まだレディネスのできていない

幼児に対しては，読書レディネスを促進するプログラム

を与えるべきであるく36)<66)。他方，レデイネスのできて

いる幼児には，その能力，興味，欲求などに即応した個

別指導を行うべきであろう(2)〔10)(17)〔郷)(40)(51)(66)(90〕一○ｰ

の場合には，読書に対する興味を育てるように行うべき

であり，個別指導を早期に行った場合にすぐれた成果が

あがったことが実証されて甫めて幼児に早期読書指導が

なさるべきで‘この基礎研究が必要とされる。

ＶI・読書レディネス研究の問題点と研究方向

読書レディネスに関する最近の動向は，大部分の研究

がMorphett等の６と才説には挑戦せず，寧ろ成熟の基

準の意味を強調し，読書に必要な身体的発達，視、聴覚

的能力，知能，言語を研究してきた(96)。

このような読書レディネスの研究はその問題点をもっ

ているにも拘らず，過去数１０年間に完成されてきたの

で，同じ土壌を掘り返すことには意味がないが，最近の

早期読書指導(earlyreadinginstruction）に関する研

究を更に確固たる基礎の上に据えるためには，読書レデ

ィネスにおける既に開拓された分野の問題点を指摘する

と同時に新しい領域を探求することも必要であるように

思われる。

まず第１に読書レディネスの研究の多くについて指摘

できることは，標本の大きさが小さすぎることである。

従ってこの種の研究結果の一般化には制約がある。

第２に考えられることは，いくつかの実験変数を導入

した条件分析的実験がすぐないことである。この点，

刺激予備訓練手続に用いられる実験手続を適用した

Muehlの研究(7）はこの方向に沿った研究で，実験心理

学の技法の適用は実り多い結果をもたらすかも知れない

と思われる。

第３に，読書レディネスは多くの関連ある特性の複合

体であると言われているにも拘らず，一変数実験がこの

領域の研究に多く，多変数実験的研究は筆者の知る限り

では，英国のPOttS(80）の研究を除いては皆無に近い。

５つのテストからなるテスト・バッテリーと語集テスト

並びに３つの評価の因子分析を行い，ｇ因子》maturity

schooling因子，phonicreading因子を抽出した。言

うまでもなく，因子分析法では，独立変数も従属変数も

一一



一一

読書レディネ

なく，すべての変数を同じように取扱い，明らかにしよ

うとする領域について，種々の視点から変数を選び，こ

の変数間の関係を問題にし，この関係をその変数よりも

少ない共通因子で説明しようとするものであるから，こ

の技法は読書レディネスの研究に有効であると考えられ

る。蓋し読書レディネスを理解するためには，種々の角

度からのみならず，その相互関係からも考察しなければ

ならないと考えられるからである。

第４に，いまだ研究されていない領域がある。社会性

の発達や情緒の発達と読書レディネスとの関係を明らか

にせんとする研究は筆者の知る限りでは，少いようであ

る。これはこれらの発達の側面の測定が困難であるため

であろう。社会性の発達は社会化と社会的視野の拡大の

二つの側面に分けられるので，この側面の測度を用いて

の研究は興味深いと思われる。例えばソシオメトリーを

用いての研究が考えられる。又言語の発達，特に語環，

文構造の習得，発音の明瞭さは読書レディネスに本質的

な要因と一般に考えられているので，隣接科学，例えば

言語科学の方法の応用は一つの有力なアプローチになる

ものと考えられる。叉読書レディネスの性差は今後研究

に値する領域である。性別を除いた他の変数について均

質な男女両群を作る実験計画に基く研究は今後必要な研

究であろう。

第５に，読書レディネス・テストの予測性を高める問

題がある。このテストの予測的価値を高めるために，読

書レディネス・テスト又は教師の評定との併用が提唱さ

れているが，このような単なる併用によるのではなく，

予測的価値を高めるためには，かなり独自性をもつか，

又は一義的と思われるようなテストからなるテスト・バ

ッテリーを作り，その各々のテストに最も適した重承づ

けをして，適当に組合わせた合成テストを作成しなけれ

ばならない。この目的のために，例えば重相関法が用し、

られるｏこういう観点に立脚した読書レディネス・テス

トの作成は筆者の入手し得た文献からは見出し得なかっ

た。この面からの研究は必要である。

第６に，読書レディネスの訓練の効果の研究は今後の

探求すべき領域である。厳密な統制条件の下で多数の被

験者(Scottの研究(85)に用いられた被験者は40名たらず

であった）を用いて縦断的研究をし，読書レディネス・

プログラム編成に資すをことができると考えられる。こ

のプログラムに用いられる教材の研究は我国では殆んど

行われていないので外国の研究を参考にして，この方

向の研究を試ふる必要がある□

第７に，早く読書指導をうけた児童と遅く指導をうけ

〆少
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た児童の比較研究の問題である。読書開始の年令や発達

段階について決定的証拠をうるためには比較研究をする

必要がある。即ち等質な被験者多数を異なる年令で読書

を開始させ，縦断的に数年間に亘ってこの被験者を追跡

する必要がある。Durkin(18〕(19>〔22)〔24〕(２５〕の研究はこの方

向に沿った研究であるが，被験者数が少数であり且つ等

質な標木ではない点がこの研究の欠陥であろう。

Ｖ皿結語

以上，早期読書指導の問題にも言及して，就学前の水

準における読書レディネスの研究を素描し，その主要な

問題点並びに今後の研究課題・方向を示唆してきた。こ

れは我国の幼児教育において殆んど未踏の読書教育に関

する基礎研究を行うために外ならない。以上の論述は十

分なものではないが，筆者は第三の問題として指摘した

読書レディネスに関する多変数的実験に特に関心をもっ

てしる。蓋し，この種の研究は読書レディネスの本質に

ついての理解を深め，幼児のための読書レディネス・プ

ログラムの作成に資するところがあると考えられるから

である。次の機会には実証的研究を報告する予定であ

る。
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